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「オルーロのカルナバル」
写真・説明：森 妙子 さん　

　南米三大カルナバルの１つで、３日間朝から晩

まで、民族ごとにさまざまな豪華な衣装を着けて、

踊りながら行進するさまは、圧巻です。

　オルーロは、標高3000ｍ位に位置する町なの

で、観光客は高山病になりやすいのですが、現地

の青年海外協力隊も踊りに参加しています。現地

ボリビア人の若者からわたしに「持ち上げてやる

から、真ん中から写真を撮ってくると良い」と、

勧めてくれるほど、日本人に親近感を持ってくれ

ている国でした。



一般財団法人川崎市立学校教職員互助会
      会　長　鈴　木　信一郎

会長あいさつ

「社会の変化と互助の精神」

　暑さも増して、いよいよ夏本番となりますが、
皆様お元気でお過ごしのことと思います。
　早いもので７月に入りました。７月は文月とも
呼ばれています。諸説ありますが、夜が長くなり
読書に適していることや、七夕の短冊に歌や文字
を書いたことからこの名がついたとも言われてい
ます。会館とどろきのギャラリーに展示している
七夕の笹にも、今年もたくさんの子どもたちの願
いがかかげられました。家族の健康や学校生活の
こと、将来の夢等、子どもたちの素直な思いが実
現することを心から願います。

■  会館とどろきの利用も少しずつ増えてきました■  笑顔でお迎えしたいと思います　さて、コロナも収束に向かい、会館とどろきの
利用も少しずつ増えてきました。一般の方の健康
診断やサークル活動等の利用、教職員の方々の総
会や研修の利用も戻りつつあります。会館の利用
方法ですが、昨年度より「時間貸し」から「枠貸
し」となりました。その結果、効率も上がり利用
者数も増えました。今後も利用者の方に喜んでい
ただけるよう努力していきたいと思います。なお、
今年は宮内中学校の生徒さんの職場体験学習を行
いました。会館とどろきの業務を通し、働くこと
への興味や関心を深め、将来の夢や希望につなげ
てほしいと思います。

■  最先端の駅  高輪ゲートウェイに集合し、■
  東京タワー、浜離宮恩賜庭園等を歩きました■  心配された天気もよく、東京タワーの約600段の■  階段を降りた方もいらっしゃいました！　5月21日（火）に第１回歴史（文学）散歩を開催し
ました。29名の方が参加されました。
まず、近代的な高輪ゲートウエイ駅に集合しまし
た。1階がホーム、2階が改札・デッキになってい
て、鉄道テラスやイベントスペースがあり、ステ
ーションピアノの設置もありました。無人のコン
ビニエンスストアに驚きながら、高輪大木戸跡、
増上寺に向かいました。増上寺の三解脱門や大殿
と重なる東京タワーの対照的な景色に感動しまし
た。東京タワーは自由に見学し、懐かしさや景色
を堪能しました。エレベーターではなく、階段を
降りたという方もいて、健脚に驚きました。その
後、浜離宮恩賜庭園、旧新橋停車場を見学し、解

散しました。皆様和気あいあいと元気に散歩を楽
しみました。講師の對馬淳一先生にも心から感謝
したいと思います。ありがとうございました！

■  65歳定年延長の引き上げが始まりました■
  どうしたら前に進むのか  苦渋の決断ですが■  厳しい改革・見直しを進めなければなりません　いよいよ65歳定年延長の引上げが始まりました。
この３月には定年退職者がおりませんでした。定
年延長については以前お知らせした通り、２年に
１歳ずつ定年年齢が上がっていきます。10年後に
完成しますが、その間５回定年退職者がいない年
が出てきます。つまり２年に１回は定年退職者が
いないことになります。退職互助事業では入会金
収入が大きな事業運営の資金となっておりました
ので、入会者がいないと入会金収入がなく、しか
も５回もそのような年があると積立金では補えな
くなってしまいます。
　また、ここ数年退職互助事業の入会者数が減少
しています。５～６年前は約50～60名の入会者数
がありましたが、徐々に減少し最近は半数以下に
なっています。コロナ禍の影響や年金支給が65歳
からとなり働く方が増え、退職についての考え方
や価値観も社会の変化と共に変わってきたのかも
しれません。
　令和４年度から退職互助事業検討委員会を設置
し、退職互助事業の今後について話し合いを進め
てきました。昨年12月に２年に及ぶ８回の検討委
員会が終了し、報告書が提出されました。検討委
員の皆様には辛く厳しい時も多々ありましたが、
真摯に向き合い誠実に考えてくださり、心から感
謝申し上げます。その後、退職互助事業及び運営
に関する懇談会、理事会、評議員会で話し合い、
ご審議いただきました。
　会員の皆様にはこれまでもお伝えしてきました
が、会員通信等で退職互助事業の見直し・削減等
についてお知らせしていきます。ご心配をおかけ
し、申し訳ございませんが、ご理解ご協力をいた
だけますようよろしくお願いいたします。
　困難をどのように受け止め、乗り越えていくか、
しなやかな力と柔軟な対応力が今後ますます必要
になってくると思われます。互いに助け合う互助
の精神を大切に前に進めていきたいと思います。

■  大磯の自然、歴史を満喫してきました　■  仲間と過ごす時間、散歩は楽しい！　５月24日に第１回歴史（文学）散歩を実施しました。講師の對馬淳一先生を中心に22名の参加者と大
磯を巡り、政治家・文人たちが愛した国府、相模路を歩きました。天候にも恵まれ、富士山や相模湾の
景色も美しく見えて、感動しました。お元気に歩き通された方、10年以上前からずっと歴史（文学）散
歩に参加してくださる方、久しぶりに現職時代の同僚とばったり会って、意気投合された方等々、楽し
いエピソードをたくさんお聞きしました。笑顔で人と出かけたり、和気あいあいと語り合ったりするの
は退職互助事業のよいところだと改めて感じました。

■  厳しいコロナの時期を乗り越えて（退職互助■  会員作品展企画運営委員会でお話したこと）　思えば３年前は、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、あらゆる事業が中止せざるを得ない厳
しい年でした。何とか作品展は搬入・搬出の時間をずらし、三密をさけ、実施することができました。
緊張感の漂う中で、作品を持ち寄って会館に来られた方々にお会いし、涙が出そうになりました。「お
元気ですか、会えて本当によかった。皆さんとこうしてつながることができ、本当に嬉しい」と話をさ
れていた姿が忘れられません。マスクでお顔の表情は見えなくても、思いはしっかり伝わってきました。
厳しい状況だからこそ、仲間の温かい気持ちが心の芯まで伝わり、「コロナに絶対負けない、いつかみ
んな笑顔で交流できる日が必ず来る」と強く思ったことを覚えています。
　

■  いよいよ65歳定年延長の段階的措置が始まり■  ます（どうしたら乗り越えられるか）　今年度より65歳定年延長の段階的措置が始まります。２年に１歳ずつ定年退職の年齢が上がってい
き、10年後に65歳定年制が完成します。つまり２年に１回は退職者がいない年が出てきます。社会的に
はよい面もありますが、退職互助会にとっては入会する方がいない年が５回あり、入会金収入がなく事
業運営が厳しくなる状況が見込まれます。早急な改善、見直しが必要になります。昨年度より退職互助
事業検討委員会を立ち上げ、よりよい退職互助事業の在り方をめざし、検討を進めています。皆様、よ
いお知恵やご意見等ありましたら、お知らせください。

　困難な時代をどう乗り切るか、互助の精神と人と人とのつながりを大切に歩みを進めていきたいと思
っています。
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　私は、平成29年からＮ
ＰＯ教育活動総合サポー
トセンターの活動に関わ
らせていただいています。
その中で、現在活動に参
加している「日本語支援
幸町教室」をご紹介します。
これは、「外国につながる
子ども向け寺子屋事業」で、
異なる文化的背景を持つ
子ども達との交流は、発
見や驚きに満ちた私の貴
重な学びの場です。

　月２回土曜日、幸町小学校の図書室に、周辺の小・中学
校に通う中国・バングラデシュ・ベトナム・ベルギーなど、
様々な国につながる子ども20数名が来室します。支援する
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My Life!
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趣味の会

ご一緒にどうぞ 

入部のお誘い

　若いころに比べると体が動かなくなったと感じることもありますが、じっくり
と取り組みたいこと、これから新しく挑戦する気持ちを持っている人、友だちと
交流の場として「趣味の会」の活動があります。新しい会員の方の入部をお待ち
しています。10月、会館とどろきギャラリーでの発表もあります。是非一度、ご
連絡ください。 

●世話人　小田島 紀美・天川 美章
●活動日　第１金曜日　13時から15時　会議室２
●撮影会　年１～２回
●作品展　年間４回（ギャラリー利用）
●退職互助会作品展に参加

生け花の部

　「とどろきフォトサークル」として設立されて37年。
現在７名のメンバーで活動しています。定例会では
各自A4作品を持ち寄り、作品研修会を行います。
年４回（互助会作品展を含む）のギャラリー作品
展ではA4～A3の作品をひとり４～５作品展示し、
合評会を開きます。昨年は、江の島や横浜で撮影
会を実施しました。昼食会も併せてやるので、写

真が不調でも楽しい思い出になります。「続18のアイ」
という写真作品集を毎年作成しています。レイアウトや
印刷会社との対応は大変ですが、メンバーの協力で素
晴らしい写真集ができています。コンパクトカメラやス
マホでＯＫです。ご一緒にどうぞ！！

●世話人　稲垣 美穂子・米田 美津江
●活動日　第４水曜日　12時30分～15時　会議室２

　活動当日、届けられた季節の花を眺めて、花器を決め生ける。
自宅で、再度生けて楽しむ。心豊かで、うるおいのある生活を
するために自然を生かして楽しむ。お花を生けてみませんか。同
じ花材でも、それぞれの個性が生かされた作品となり、感動と
楽しさのある一時を過ごしています（生け花・フラワーアレンジメ
ント）。秋の作品展には各々の技量が発揮された作品の展示を
行っています。ご見学、ご連絡をお待ちしています。

●世話人　金内 幾代・髙橋 智恵子
●活動日　第２火曜日　12時30分～15時　小会議室

　毎年のように20年以上も菊の花づくりに向き合ってきました。
種類は「だるま」と「福助」。「だるま」は７月から育て始め、１
本の苗から３本の枝にします。「福助」は、８月から１本の枝で
育てます。大きな葉、太い茎になるようにと、水は毎日、太陽
の当たり方、虫に食われていないかなど、重く大きくなる鉢を、朝・
昼・夜いつも気になってしまいます。
　温暖化のためか、思うように育ちません。また、大きな鉢の移
動も大変なので、今年は各家庭で楽しむことになりました。

園芸の部 大きな花を咲かせましょう

●世話人　藤田 力・高尾 寛雄
●活動日　第２・４土曜日　９時30分～12時　会議室２

　毎月第２・４土曜日の９時30分から12時まで学習会を開いています。題材は、当
番制で持ち寄ります。季節に合った花や置き物、飾り物など静物を描きます。
　会員の皆さんも年を重ねてまいりましたが、昼食会を開き、談笑しながらお互いの
作品を批評するなど、楽しいひと時を過ごすとても温かく楽しい会です。新しく入会さ
れる方大歓迎です。いつでも、退職互助事業室までご相談ください。

ゆったりとした時間を、
　　一緒に楽しみましょう！

●世話人　佐藤 茂治
●活動日　第２火曜日　12時30分～15時　会議室２

　毎月第２火曜日に月例会を開催しています。準備は、ひとり２首
ずつ作品を提出し、詠草としてまとめておきます。それを月例会の
時に、意見や感想を話し合い批評しながら学び合っています。
　この他に、年間のまとめとして各自20首の作品を掲載した合同歌
集を編集しています。短歌に興味、関心をお持ちの方の入会を心か
らお待ちしています。どうぞ、会館とどろき退職互助事業室までご
連絡ください。

31音の不思議な世界へ

●世話人　川田 潔・池之上 輝夫
●活動日　第４月曜日　12時30分～15時　会議室２

　俳句は、身のまわりの生活や自然への想いを季節を表す言葉（季語）を入れ、五・七・五の十七音で詠む短詩であり、
日本固有の文芸として、昔より多くの人に親しまれ、数多くの句集も発行されています。

　毎月第４月曜日に同好の士が集い、句会を開き、４句投句・６句を互選し、
その結果を句会報『ななかまど』に収載して配布しています。『ななかまど』
は、395号を編集中です。また句会報は50号ごとに「合同句集（一人30句）」
を発行し、今までに合同第５句集までになりました。
　生活の充実、余暇の活用など、趣味としても高尚であり、初心者でも気
軽にチャレンジできます。一緒に楽しんでみませんか。

身のまわりにある自然を、素直な言葉に！

絵画の部

写真の部

短歌の部

休部・作品展の展示について
　これまで、月２回「会館とどろき」を会場に活動していましたが、現在活動を休止しています。入部を希望
される方や10月から開催されます「退職互助会員作品展」には、参加することができます。ご希望の方は、
退職互助事業室（☎733-3337）までご連絡ください。

書道の部

俳句の部

小田島 紀美 さん

藤田 力 さん

川田 潔 さん

佐藤 茂治 さん

楽しく生けましょう 稲垣 美穂子 さん

金内 幾代 さん

− 4 −



趣味の会

ご一緒にどうぞ 

入部のお誘い

　若いころに比べると体が動かなくなったと感じることもありますが、じっくり
と取り組みたいこと、これから新しく挑戦する気持ちを持っている人、友だちと
交流の場として「趣味の会」の活動があります。新しい会員の方の入部をお待ち
しています。10月、会館とどろきギャラリーでの発表もあります。是非一度、ご
連絡ください。 

●世話人　小田島 紀美・天川 美章
●活動日　第１金曜日　13時から15時　会議室２
●撮影会　年１～２回
●作品展　年間４回（ギャラリー利用）
●退職互助会作品展に参加

生け花の部

　「とどろきフォトサークル」として設立されて37年。
現在７名のメンバーで活動しています。定例会では
各自A4作品を持ち寄り、作品研修会を行います。
年４回（互助会作品展を含む）のギャラリー作品
展ではA4～A3の作品をひとり４～５作品展示し、
合評会を開きます。昨年は、江の島や横浜で撮影
会を実施しました。昼食会も併せてやるので、写

真が不調でも楽しい思い出になります。「続18のアイ」
という写真作品集を毎年作成しています。レイアウトや
印刷会社との対応は大変ですが、メンバーの協力で素
晴らしい写真集ができています。コンパクトカメラやス
マホでＯＫです。ご一緒にどうぞ！！

●世話人　稲垣 美穂子・米田 美津江
●活動日　第４水曜日　12時30分～15時　会議室２

　活動当日、届けられた季節の花を眺めて、花器を決め生ける。
自宅で、再度生けて楽しむ。心豊かで、うるおいのある生活を
するために自然を生かして楽しむ。お花を生けてみませんか。同
じ花材でも、それぞれの個性が生かされた作品となり、感動と
楽しさのある一時を過ごしています（生け花・フラワーアレンジメ
ント）。秋の作品展には各々の技量が発揮された作品の展示を
行っています。ご見学、ご連絡をお待ちしています。

●世話人　金内 幾代・髙橋 智恵子
●活動日　第２火曜日　12時30分～15時　小会議室

　毎年のように20年以上も菊の花づくりに向き合ってきました。
種類は「だるま」と「福助」。「だるま」は７月から育て始め、１
本の苗から３本の枝にします。「福助」は、８月から１本の枝で
育てます。大きな葉、太い茎になるようにと、水は毎日、太陽
の当たり方、虫に食われていないかなど、重く大きくなる鉢を、朝・
昼・夜いつも気になってしまいます。
　温暖化のためか、思うように育ちません。また、大きな鉢の移
動も大変なので、今年は各家庭で楽しむことになりました。

園芸の部 大きな花を咲かせましょう

●世話人　藤田 力・高尾 寛雄
●活動日　第２・４土曜日　９時30分～12時　会議室２

　毎月第２・４土曜日の９時30分から12時まで学習会を開いています。題材は、当
番制で持ち寄ります。季節に合った花や置き物、飾り物など静物を描きます。
　会員の皆さんも年を重ねてまいりましたが、昼食会を開き、談笑しながらお互いの
作品を批評するなど、楽しいひと時を過ごすとても温かく楽しい会です。新しく入会さ
れる方大歓迎です。いつでも、退職互助事業室までご相談ください。

ゆったりとした時間を、
　　一緒に楽しみましょう！

●世話人　佐藤 茂治
●活動日　第２火曜日　12時30分～15時　会議室２

　毎月第２火曜日に月例会を開催しています。準備は、ひとり２首
ずつ作品を提出し、詠草としてまとめておきます。それを月例会の
時に、意見や感想を話し合い批評しながら学び合っています。
　この他に、年間のまとめとして各自20首の作品を掲載した合同歌
集を編集しています。短歌に興味、関心をお持ちの方の入会を心か
らお待ちしています。どうぞ、会館とどろき退職互助事業室までご
連絡ください。

31音の不思議な世界へ

●世話人　川田 潔・池之上 輝夫
●活動日　第４月曜日　12時30分～15時　会議室２

　俳句は、身のまわりの生活や自然への想いを季節を表す言葉（季語）を入れ、五・七・五の十七音で詠む短詩であり、
日本固有の文芸として、昔より多くの人に親しまれ、数多くの句集も発行されています。

　毎月第４月曜日に同好の士が集い、句会を開き、４句投句・６句を互選し、
その結果を句会報『ななかまど』に収載して配布しています。『ななかまど』
は、395号を編集中です。また句会報は50号ごとに「合同句集（一人30句）」
を発行し、今までに合同第５句集までになりました。
　生活の充実、余暇の活用など、趣味としても高尚であり、初心者でも気
軽にチャレンジできます。一緒に楽しんでみませんか。

身のまわりにある自然を、素直な言葉に！

絵画の部

写真の部

短歌の部

休部・作品展の展示について
　これまで、月２回「会館とどろき」を会場に活動していましたが、現在活動を休止しています。入部を希望
される方や10月から開催されます「退職互助会員作品展」には、参加することができます。ご希望の方は、
退職互助事業室（☎733-3337）までご連絡ください。

書道の部

俳句の部

小田島 紀美 さん

藤田 力 さん

川田 潔 さん

佐藤 茂治 さん

楽しく生けましょう 稲垣 美穂子 さん

金内 幾代 さん

趣味の会

ご一緒にどうぞ 

入部のお誘い

　若いころに比べると体が動かなくなったと感じることもありますが、じっくり
と取り組みたいこと、これから新しく挑戦する気持ちを持っている人、友だちと
交流の場として「趣味の会」の活動があります。新しい会員の方の入部をお待ち
しています。10月、会館とどろきギャラリーでの発表もあります。是非一度、ご
連絡ください。 

●世話人　小田島 紀美・天川 美章
●活動日　第１金曜日　13時から15時　会議室２
●撮影会　年１～２回
●作品展　年間４回（ギャラリー利用）
●退職互助会作品展に参加

生け花の部

　「とどろきフォトサークル」として設立されて37年。
現在７名のメンバーで活動しています。定例会では
各自A4作品を持ち寄り、作品研修会を行います。
年４回（互助会作品展を含む）のギャラリー作品
展ではA4～A3の作品をひとり４～５作品展示し、
合評会を開きます。昨年は、江の島や横浜で撮影
会を実施しました。昼食会も併せてやるので、写

真が不調でも楽しい思い出になります。「続18のアイ」
という写真作品集を毎年作成しています。レイアウトや
印刷会社との対応は大変ですが、メンバーの協力で素
晴らしい写真集ができています。コンパクトカメラやス
マホでＯＫです。ご一緒にどうぞ！！

●世話人　稲垣 美穂子・米田 美津江
●活動日　第４水曜日　12時30分～15時　会議室２

　活動当日、届けられた季節の花を眺めて、花器を決め生ける。
自宅で、再度生けて楽しむ。心豊かで、うるおいのある生活を
するために自然を生かして楽しむ。お花を生けてみませんか。同
じ花材でも、それぞれの個性が生かされた作品となり、感動と
楽しさのある一時を過ごしています（生け花・フラワーアレンジメ
ント）。秋の作品展には各々の技量が発揮された作品の展示を
行っています。ご見学、ご連絡をお待ちしています。

●世話人　金内 幾代・髙橋 智恵子
●活動日　第２火曜日　12時30分～15時　小会議室

　毎年のように20年以上も菊の花づくりに向き合ってきました。
種類は「だるま」と「福助」。「だるま」は７月から育て始め、１
本の苗から３本の枝にします。「福助」は、８月から１本の枝で
育てます。大きな葉、太い茎になるようにと、水は毎日、太陽
の当たり方、虫に食われていないかなど、重く大きくなる鉢を、朝・
昼・夜いつも気になってしまいます。
　温暖化のためか、思うように育ちません。また、大きな鉢の移
動も大変なので、今年は各家庭で楽しむことになりました。

園芸の部 大きな花を咲かせましょう

●世話人　藤田 力・高尾 寛雄
●活動日　第２・４土曜日　９時30分～12時　会議室２

　毎月第２・４土曜日の９時30分から12時まで学習会を開いています。題材は、当
番制で持ち寄ります。季節に合った花や置き物、飾り物など静物を描きます。
　会員の皆さんも年を重ねてまいりましたが、昼食会を開き、談笑しながらお互いの
作品を批評するなど、楽しいひと時を過ごすとても温かく楽しい会です。新しく入会さ
れる方大歓迎です。いつでも、退職互助事業室までご相談ください。

ゆったりとした時間を、
　　一緒に楽しみましょう！

●世話人　佐藤 茂治
●活動日　第２火曜日　12時30分～15時　会議室２

　毎月第２火曜日に月例会を開催しています。準備は、ひとり２首
ずつ作品を提出し、詠草としてまとめておきます。それを月例会の
時に、意見や感想を話し合い批評しながら学び合っています。
　この他に、年間のまとめとして各自20首の作品を掲載した合同歌
集を編集しています。短歌に興味、関心をお持ちの方の入会を心か
らお待ちしています。どうぞ、会館とどろき退職互助事業室までご
連絡ください。

31音の不思議な世界へ

●世話人　川田 潔・池之上 輝夫
●活動日　第４月曜日　12時30分～15時　会議室２

　俳句は、身のまわりの生活や自然への想いを季節を表す言葉（季語）を入れ、五・七・五の十七音で詠む短詩であり、
日本固有の文芸として、昔より多くの人に親しまれ、数多くの句集も発行されています。

　毎月第４月曜日に同好の士が集い、句会を開き、４句投句・６句を互選し、
その結果を句会報『ななかまど』に収載して配布しています。『ななかまど』
は、395号を編集中です。また句会報は50号ごとに「合同句集（一人30句）」
を発行し、今までに合同第５句集までになりました。
　生活の充実、余暇の活用など、趣味としても高尚であり、初心者でも気
軽にチャレンジできます。一緒に楽しんでみませんか。

身のまわりにある自然を、素直な言葉に！

絵画の部

写真の部

短歌の部

休部・作品展の展示について
　これまで、月２回「会館とどろき」を会場に活動していましたが、現在活動を休止しています。入部を希望
される方や10月から開催されます「退職互助会員作品展」には、参加することができます。ご希望の方は、
退職互助事業室（☎733-3337）までご連絡ください。

書道の部

俳句の部

小田島 紀美 さん

藤田 力 さん

川田 潔 さん

佐藤 茂治 さん

楽しく生けましょう 稲垣 美穂子 さん

金内 幾代 さん
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★生まれ変わろうとする都市「高輪」
　港区は、千
代田区・中央
区とともに、 
ＩＴ企業や放
送局、外資系
企業の日本支
社が多くあり、
駐日大使館や

高級住宅街、ビジネスや商業エリアとして、大
きく変わろうとしています。
　「高輪ゲートウェイ駅」が開設し、益々未来
都市を感じられる地域となりました。
　この地域の開発により、明治５年に「汽笛一
斉新橋へ」の呼び名で知られている、日本で最
初の鉄道（新橋～横浜間29Km）跡が、よみが
えりました。これが「高輪築堤」です。当日参
加した29名の皆さんは、調査中により実際に見
ることはかないませんでしたが、對馬先生より、
歴史的な経緯などの説明を受けました。
　この後、大
きなビルディ
ング工事が進
む中を、歴史
的な遺産「高
輪大木戸跡」
や「増上寺」を
目指しました。

★「増上寺」と「東京タワー」
　江戸時代の建造物で
ある「増上寺」と東京の
シンボル「東京タワー」
が同じ視線で見られま
す。このエリアは、外国
人観光客や修学旅行生
たちも多く見られます。
「増上寺」では、「徳川将
軍家霊廟」があり楽し
みにしていたスポット

でしたが、当日行ってみると「本日休園」と表
示されていました。少し、残念な気持ちになっ
てしまいました。
　気を取り戻して「東京タワー」です。何十年
ぶりに来ましたと言う方も多かったです。幸い

天気が良かったので、東西南北遠くの方まで見
ることが出来ました。150ｍの展望台から歩い
て降りてくる健脚もいました。

★「浜離宮恩賜庭園」から「旧新橋停車場」へ
　東京湾から
海水を取り入
れ、潮の干満
で景色を楽し
む塩入の回遊
式築山泉水の
庭です。当日
は、アヤメが

咲くには少し早かったですが、芝生にびっしりと
シロツメクサが自生していました。子どもの頃に
よく遊んだねと昔を思い出せる一瞬もありました。
　江戸時代に甲府藩下屋敷の庭園として海を埋
め立てて造成、徳川将軍家の別邸、宮内庁管理
の離宮を経て現在東京都立公園として開放され
ています。わたしたちも、しばし東屋にて休憩
をしました。
　ここから「旧新橋停車場」に行く道筋は、未
来空間を感じさせます。
　ゆりかもめ汐留駅付近は、汐留シオサイトと
呼ばれ、不思議な感じのする一帯です。人の歩
く場所は２階！路面は片側３車線の自動車道路、
横断歩道を探すのも大変です。道路を挟むよう
に２階に遊歩道があります。この遊歩道、側面
部分が透明なアクリルボードで出来ているため、
眼下に車を見ながら地上を浮遊しているような
感覚になれる場所で、この地域は、車が主役の
場所なのかなと感じました。
　さて、最後の訪問地は「旧新橋停車場」です。
高輪ゲートウェイ駅から新橋停車場2.9Kmの旅
の終着駅です。当日は、企画展「大機関車展」
が開催されていました。
　過ごしやすい天候にも恵まれ、爽やかな汗を
かいた歴史
（文学）散歩
になりました。
参加者の皆さ
ん、ご苦労様
でした。

文責：事務局

★亀戸天神社～船橋屋～亀戸銭座跡～伊藤佐千夫住居跡

講師：對 馬 醇 一 先生

歴史（文学）散歩令和３（2021）年度
第３回 2022.3.22㈫

《見学コース》

ＪＲ
「高輪ゲート
ウエイ駅」
集合

⬇
「高輪築堤」
について

⬇
「高輪
大木戸跡」

⬇
「増上寺」
（徳川将軍家
霊廟）

⬇
「東京タワー」

⬇
「浜離宮
恩賜庭園」

⬇
「旧新橋
停車場」

⬇
「新橋駅」
解散

講師：對 馬 醇 一 先生
「汽 笛 一 斉 新 橋 へ」 「武 蔵 野 の 面 影 を 追 っ て ！」

～ 下 町 の 崖 を 歩 く ～

歴史（文学）散歩令和６（2024）年度 2024.5.21（火）
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とどろき「ギャラリー紹介」
　会館とどろき１Ｆギャラリーには、毎年多くの団体
が出品してくださいます。会議や健康診断、趣味の会、
子どもたちの習い事のために集まってくださる皆様か
ら喜ばれています。

退職互助会員作品展
近隣校書道展（小・中学校）

みづき会

中原区造形展

教育文化作品展

中学校新聞コンクール

中学校技術家庭科作品展

しゅろの会ビーズフラワー展

こすぎの大学お絵かき部

近隣校書道作品展・小学校

近隣校書道作品展・中学校

　１年間を通して、色々な展
示が行われています。是非、
「会館とどろき」へお越しく
ださい。
　会員の方で、展示をご希望
の方は、退職互助事業室（☎
044-733-3337）までご連絡く
ださい。
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事 務 局 だ よ り

謹んでご冥福をお祈り申しあげます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《最終所属》
佐々木淑子 様 （72歳） 令和 元年 10月 5日 ≪養護≫
高橋　愛子 様 （88歳） 令和 ５年 2月 18日 ≪金程中≫
吉田　輝子 様 （94歳） 令和 ５年 4月 9日 ≪中原小≫
小島　礼子 様 （87歳） 令和 ５年 4月 23日 ≪子母口小≫
芳賀　学人 様 （94歳） 令和 ５年 4月 28日 ≪今井中≫
村田　忠治 様 （86歳） 令和 ５年 8月 25日 
      　  ≪総合科学高≫
寺尾　浩次 様 （97歳） 令和 ５年 9月 13日 ≪高津高≫
岡　　一郎 様 （67歳） 令和 ５年 9月 28日 ≪川中島中≫
小林　　茂 様 （93歳） 令和 ５年 9月 29日 ≪玉川中≫
鎌方　　環 様 （83歳） 令和 ５年 10月 29日 
          ≪総合教育センター≫
古関はるよ 様 （82歳） 令和 ５年 11月 11日 ≪新町小≫
日比野幹夫 様 （89歳） 令和 ５年 12月 14日 ≪幸町小≫
原田　洋子 様 （84歳） 令和 ５年 12月 22日 ≪桜本小≫
東　　卓雄 様 （94歳） 令和 ５年 12月 31日 ≪千代ヶ丘小≫
霜島　義雄 様 （91歳） 令和 ６年 1月 7日 ≪四谷小≫
田島　健一 様 （88歳） 令和 ６年 1月 9日 ≪塚越中≫
石井　敬至 様 （89歳） 令和 ６年 1月 14日 ≪古市場小≫
渡部　泰明 様 （95歳） 令和 ６年 1月 19日 ≪住吉中≫
田島　澄江 様 （92歳） 令和 ６年 1月 21日 ≪大谷戸小≫
田部井史郎 様 （90歳） 令和 ６年 1月 22日 ≪宮崎小≫
八代　重雄 様 （92歳） 令和 ６年 1月 22日 ≪高津高≫
榎本　重次 様 （73歳） 令和 ６年 2月 14日 ≪西野川小≫
小林　正幸 様 （96歳） 令和 ６年 2月 16日 ≪西生田中≫
志子田宣生 様 （92歳） 令和 ６年 2月 21日 ≪桜本中≫
輿石　昌澄 様 （89歳） 令和 ６年 3月 11日 ≪王禅寺中≫
伴　　克二 様 （82歳） 令和 ６年 3月 19日 ≪宮崎台小≫
吉田　一夫 様 （93歳） 令和 ６年 4月 2日 ≪川崎高≫
樋口　正隆 様 （87歳） 令和 ６年 4月 3日 ≪犬蔵小≫
菅野　　明 様 （85歳） 令和 ６年 4月 5日 ≪南百合丘小≫
雨宮　英準 様 （92歳） 令和 ６年 4月 21日 ≪高津中≫
髙橋　理夫 様 （81歳） 令和 ６年 5月 6日 ≪大島小≫
油布　忠司 様 （100歳） 令和 ６年 5月 8日 ≪高津中≫
木下　敏美 様 （79歳） 令和 ６年 5月 28日 ≪登戸小≫
垣東　節夫 様 （77歳） 令和 ６年 6月 5日 
          ≪総合教育センター≫

哀　　悼

●第２回 10月11日(金) 開催
　「世界一の本の街」神田神保町を訪ねて
　～本好きの街 古書店を歩く～

会員通信２号にて募集
　新御茶ノ水・明治大学博物館・東京古書会館他

●第３回 11月12日(火) 予定
　「祝 川崎市制100年」
　～工業発祥の地と新庁舎を訪ねて～

会員通信３号にて募集
　川崎駅・ラゾーナ・明治製糖護岸壁跡・川崎
競馬場・東海道川崎宿・川崎市役所新庁舎など
 

●「祝 川崎市制100年」　11月実施予定
　工都発祥の地と新庁舎をたずねて
　川崎駅の様子、東芝未来科学館、明治製糖護
岸壁後、川崎河港水門、川崎市役所新庁舎など

　昨年開かれた、夏休み工作
教室の一コマ。40名程の子
どもたちと一緒に、空高く飛
行機を飛ばしました。
　今年も暑い夏と友だちにな
りましょう❕

作って飛ばそう
ゴム動力飛行機

《お詫びして訂正いたします》
　99号の「追悼」でお二人のお名前と年齢を間違って
記してしまいました。心よりお詫び申し上げます。
○長島三恵子 様　⇒　長島美恵子 様
○越　　憲人 様　90歳　⇒　83歳

歴史（文学）散歩
令和６年度
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